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年間活動報告  
 

① 活動方針 
 サムライクラウドを基軸に日本のクラウドビジネスのマーケッ  
  トを広げる。 
 サムライクラウドが日本発のクラウドビジネスモデルへ 
 会としての在り方として「ベンダーニュートラルでの活動」 

   
② 会の構成員（2012年10月時点） 
 メンバー 52社 
 協賛16社 
 サムライクラウドサポーター 2名 

③ 部会活動 
  部会活動の詳細については、各部会長から後程ご報告 

 会が基軸となり実ビジネスを促進 
 サムライツールキットのオープンソース化 
 他団体との共同プロジェクト 等 



ニッポンクラウドワーキンググループ組織図 

1.理事会 月一回の定期理事会と必要の応じて開催 
2.運営委員会 毎月一回開催 

株式会社オレガ   
株式会社オレンジソフト 
株式会社システムフレンド 
有限会社ディアイピィ 
株式会社インターファクトリー  
ハマゴムエイコム株式会社 
株式会社北斗システムジャパン 
株式会社マインド  
株式会社アーク情報システム 
株式会社HDE  
※正会員10社  



年間活動報告  
 
 
 

④ 定期会合の開催 
  月一回のペースで、年間に10回の定期会合を開催 
   東京以外では、大阪および仙台で開催 
   また仙台会合では、同時に石巻・女川の被災地を公式視察し 
  会として被災地への今後の支援を検討 
 

ＮＣＷＧ震災対策クラウドの 
実用化へ 



NCWGとしての取り組みプロジェクト 
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第一回 2011年11月7日  テーマ 『ニッポンクラウドワーキンググループの旅立ち』  
会場：GMOクラウド株式会社 
 

第二回2012年12月5日 テーマ 『坂の上のクラウドをつかもう！』 
会場：エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社  
 

第三回2012年2月6日 テーマ 『流れるクラウドよりはやく！』 
会場：株式会社IDCフロンティア  
 

第四回2012年3月2日 テーマ 『西に「サムライクラウド」の波がやってきた』 
会場：大阪西梅田（カゴヤ・ジャパン株式会社より会場提供） 
 

第五回2012年4月3日 テーマ 『 春だ一番！クラウドだ！』 
会場：山王パークタワー内 会議室（スリーハンズ株式会社より会場提供） 
 

第六回2012年5月7日 会場：株式会社インターネットイニシアティブ 
 

第七回2012年6月4日 会場：株式会社NTTPCコミュニケーションズ 
 

第八回2012年7月2日 会場：ソフトバンクテレコム株式会社 
 

第九回2012年9月14日（金） テーマ 『「サムライクラウドで東北をつなぐ」』 
会場：株式会社日立東日本ソリューションズ  
 

第十回2012年10月2日（火） 会場：株式会社ビットアイル 

ニッポンクラウドワーキンググループ2011年度定期会合 （敬称略） 



年間活動報告  
 
 
 

⑤ サムライクラウドサポーター制度の設立 
 情報セキュリティ大学院大学 教授 後藤 厚宏 
 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター 客員研究員 林 雅之 

 

⑥ 委員会活動 
 マーケティング委員会 
  サムライクラウドの知名度アップ 
  サムライクラウドステッカー、ミニのぼり旗、ロゴ入りポロシャツなどで 
  サムライクラウドの啓蒙活動 
 

 アライアンス委員会 他団体との交流 
 

 組織拡充委員会 メンバーの拡充/協賛企業の増加 
 

⑦ メンバーによる講演活動 
 クラウドコンピューティングEXPO 
 協賛セミナー 

 

この一年で、体制は整ってきた！！ 



2.本年度の活動計画 
 

① 活動方針として 
サムライクラウドプロジェクトを基軸とした『クラウドビジネスのマー
ケットの拡大を目指す』とする前年度同様の方針を踏襲するととも
に、さらに活動する意味が会の内外にきちんと伝わるような「部会
活動」および「定期的な会合」を開催し、会の存在意義を明確にし
てゆく。 
 

 
② 会としての在り方については、「実の充実を図る」 
 会の目的を明確にし、存続することを目的化させない。 
 我々ニッポンクラウドワーキンググループの立ち位置だからこそ 
 できることを常に意識共有する。 
 



③ 「サムライクラウド」の認知度をより向上させる 
 例えば、サムライクラウドの趣旨や概念、哲学などを 
 英語などの他言語でWEB掲載し、「サムライクラウド」 
 を「日本から発信されたクラウドビジネス」としてのイ 
 メージを広く伝える。 

世界へ日本から発信されるクラウドビジネスの
総称となれるように 

サムライクラウド 



④ 原点回帰として「中小企業に対してクラウド導入支 
 援のためのサムライクラウドの役割」を明確にし、 
 実際のビジネスに落とし込む方策を創り出す。 
 

⑤ 関東圏以外の地域のメンバーとの積極的な交流を 
 図り会としての推進力を高める 
 大阪、仙台、宮崎など支部的な立ち位置での活動 
 広島、北海道での会合開催を検討 

 

⑥ 協賛支援によるオープンセミナーの開催 
 

⑦ 他団体との積極的な交流 
 

⑧ シンクタンク的な部会の開設 
 グランドクラウド構想のための様々な検証 

 

⑨ 関連学会での発表および書籍出版 



皆さんと一緒に日本のクラウドビジネスの
マーケットを少しでも広げましょう！ 

ニッポンクラウドワーキンググループ 

Beyond the Cloud！ 
クラウドの向こうに！ 


